
一

澁
澤
龍
彥
の
「
蔵
書
目
録
」
に
つ
い
て
（
2
）

跡　

上　

史　

郎

一
　
憶
測
と
事
実

　

前
回
、
山
下
武
「
ド
ッ
ペ
ル
ゲ
ン
ガ
ー
文
学
考
第
十
二
回
●
澁
澤
龍
彦（

マ
マ
）」（『

幻
想
文
学
』

第
四
八
号
、
一
九
九
六
・
一
〇
）
に
お
け
る
澁
澤
龍
彥
へ
の
非
難
を
扱
っ
た
。
山
下
に
よ
れ

ば
、
澁
澤
「
鏡
と
影
に
つ
い
て
」
は
、
ジ
ョ
バ
ン
ニ
・
パ
ピ
ー
ニ
「
泉
水
の
な
か
の
二
つ
の

顔
」
の
盗
作
で
、「
澁
澤
龍
彦（

マ
マ
）は

仏
訳
か
英
訳
で
パ
ピ
ー
ニ
の
原
作
を
読
ん
だ
の
だ
ろ
う
が
、

パ
ピ
ー
ニ
が
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
読
ま
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
剽
窃
し
て
も
ネ
タ
が
割

れ
な
い
と
多
寡
を
括
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
発
想
は
、
あ
る
種

の
パ
タ
ー
ン
を
形
作
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
浅
田
彰
は
、「
澁
澤
龍
彥
と
い
う
の
が
た
か
だ

か
高
度
成
長
期
ま
で
の
文
学
者
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。（
中
略
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
ま
だ
ま

だ
遠
く
、
洋
書
を
手
に
入
れ
る
の
も
難
し
か
っ
た
か
ら
、
あ
の
程
度
で
も
素
人
は
幻
惑
で
き

た
」（
浅
田
彰
・
島
田
雅
彦
『
天
使
が
通
る
』
新
潮
社
、
一
九
八
八
・
一
一
）
と
言
っ
て
お
り
、

現
在
で
も
千
坂
恭
二
が
「
澁
澤
そ
の
も
の
は
バ
ッ
タ
だ
ろ
う
。
彼
の
エ
ッ
セ
イ
の
多
く
は
、

フ
ラ
ン
ス
書
か
ら
の
摘
ま
み
食
い
で
し
か
な
く
」
とtw

eet

し
て
い
る
（
二
〇
二
二
年
八
月

二
八
日 https://tw

itter.com
/C

hisaka_K
yoji/status/1563770712996737024

）。

　

確
か
に
澁
澤
は
翻
訳
さ
れ
て
い
な
い
仏
語
の
書
物
を
下
敷
き
に
自
作
を
書
い
て
い
る
。
し

か
し
、
翻
訳
さ
れ
て
い
る
仏
語
文
献
を
下
敷
き
に
自
作
を
書
い
て
も
い
る
。
例
え
ば
、「
マ

ド
ン
ナ
の
真
珠
」（『
三
田
文
学
』
一
九
五
九
・
七
）
は
、
ピ
エ
ー
ル
・
マ
ッ
コ
ル
ラ
ン
「
薔

薇
王
」
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
が
、『
蔵
書
目
録
』
中
の
マ
ッ
コ
ル
ラ
ン
の
原

書
を
調
査
し
て
み
て
も
該
当
す
る
も
の
が
見
当
た
ら
な
い
。
劉
佳
寧
の
研
究
に
よ
り
、
フ
ラ

ン
ス
文
学
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー

　
　

02-09-26 

仏
蘭
西
の
華
、
井
上
勇
訳
、
聚
英
閣
、1927

に
収
録
さ
れ
た
井
上
勇
訳
「
薔
薇
王
」
こ
そ
が
、「
マ
ド
ン
ナ
の
真
珠
」
の
材
源
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

⑴
が
、
こ
れ
は
未
訳
だ
か
ら
「
剽
窃
し
て
も
ネ
タ
が
割
れ
な
い
と
多

寡
を
括
っ
た
」
と
言
う
に
は
無
理
が
あ
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
評
者
た
ち
は
、
澁
澤
が
フ
ラ
ン

ス
文
学
者
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
憶
測
を
逞
し
く
し
て
、
澁
澤
は
日
本
人
が
あ
ま
り
読
ん
で

い
な
い
未
訳
の
フ
ラ
ン
ス
書
か
ら
こ
そ
こ
そ
剽
窃
し
た
の
だ
と
決
め
打
ち
し
て
い
る
が
、
実

際
に
は
澁
澤
は
、
こ
れ
か
ら
検
討
す
る
よ
う
に
、
誰
で
も
手
に
入
る
よ
う
な
文
庫
本
か
ら
も

正
々
堂
々
と
剽
窃
（
？
）
し
て
お
り
、
逃
げ
も
隠
れ
も
し
て
い
な
い
。
澁
澤
は
、
翻
訳
が
な

け
れ
ば
、
得
意
と
は
言
え
な
い
英
語
の
本
も
用
い
る
し
、
訓
点
が
つ
い
て
い
れ
ば
漢
文
も
下

敷
き
に
使
う
。
特
に
「
ネ
タ
が
割
れ
」
な
い
か
ら
剽
窃
す
る
、「
ネ
タ
が
割
れ
」
る
か
ら
剽

窃
を
避
け
る
と
い
っ
た
よ
う
な
了
見
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
自
分
が
求
め
る
情
報

が
書
い
て
あ
っ
て
、
自
分
の
本
の
材
料
に
使
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
洋
書
だ
ろ
う
が
日
本
語
の

書
物
だ
ろ
う
が
、
稀
覯
本
だ
ろ
う
が
文
庫
本
だ
ろ
う
が
何
で
も
良
い
ら
し
い
の
だ
。

二
　『
夢
の
宇
宙
誌
』
の
「
参
考
文
献
」

　

初
期
の
代
表
作
『
夢
の
宇
宙
誌
』（
美
術
出
版
社
、
一
九
六
四
・
六
）
は
、
澁
澤
の
著
作
全

編
を
見
渡
し
て
み
て
も
異
質
で
、
こ
の
著
作
に
お
い
て
だ
け
、「
参
考
文
献
」
の
一
覧
が
示

さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
掲
げ
る
が
、「
↓
」
に
よ
っ
て
『
蔵
書
目
録
』
と
の
対
応
関
係
を
示

す
こ
と
と
す
る
。

① Q
U

É A
N

T, L'A
B

B
É: G

erbert ou Sylvestre II et le siécle de fer, Paris 1868.
 

↓
★07-04-03 G

erbert ou Sylvestre II, Q
uéant(L'abbé), Joseph A

lbanel, 1868

② SELIG
M

A
N

N
, K

U
RT: Le M

iroir de la M
agie, Paris 1956.

 

↓
★32-06-28 L

e m
iroir de la M

agie : histoire de la m
agie dans le m

onde 
occidental, Seligm

ann(K
urt), Fasquelle, 1956

③ H
O

C
K

E, G
U

STAV
 R

EN
É: D

ie W
elt als Labyrinth, M

anierism
us, t. I., H

am
burg 

1957.
 

↓
『
蔵
書
目
録
』
に
な
し
。

④ C
H

A
PU

IS, A
LFR

ED
 and D

R
O

Z, ED
M

O
N

D
: A

utom
ata, A

 H
istorical and 

Technological Study, N
euchâtel 1958.

 

↓32-06-23 A
utom

ata : a historical and technological study,  C
hapuis(A

lfred) 

+
 D

roz(E
dm

ond), G
riffon, 1958

⑤ D
EVA

U
X

, PIER
R

E: A
utom

ates, A
utom

atism
e, A

utom
ation, Paris 1960.

 

↓02-03-78 A
utom

ates autom
atism

e autom
ation, D

evaux(P
ierre), «Q

ue sais-
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熊
本
大
学
教
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学
部
紀
要
、

第
七
一
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、
二
九
〇
│
二
八
五
、二
〇
二
二
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je ? », PU

F, 1960

⑥ C
H

A
PU

IS, A
LFR

ED
: Les A

utom
ates dans les æ

uvres d'im
agination, N

euchâtel 
1947.

 
↓
★08-03-49 Les autom

ates dans les œ
uvres d'im

agination, C
hapuis(A

lfred), 
N

euchâtel, 1947

⑦ LEG
R

A
N

D
 et SLU

Y
S: A

rcim
boldo et les arcim

boldesques, Paris 1955.
 

↓
★33-06-27 A

rcim
boldo et les arcim

boldesques, Legrand +
 Sluys, N

ef de 
Paris, 1955

⑧ B
R

IO
N

, M
A

R
C

EL: A
rt fantastique, Paris 1961.

 

↓
★08-04-33 A

rt fantastique, B
rion(M

arcel), A
lbin M

ichel, 1961

⑨ R
U

Y
ER

, R
AY

M
O

N
D

: L'U
topie et les utopies, Paris 1950.

 

↓
★09-02-38 L

'utopie et les utopies, R
uyer(R

aym
ond), PU

F, 1950

⑩ B
ATA

ILLE, G
EO

R
G

ES: Les larm
es d'É

ros, Paris 1961.
 

↓09-03-46 L
es larm

es d'éros : bibliothèque internationale d'érotologie, 
B

ataille(G
eorges), Pauvert, 1961

⑪ D
U

M
A

S, FR
A

N
Ç

O
IS R

IB
A

D
EA

U
: H

istoire de la M
agie, Paris.

 

↓
★09-03-58 H

istoire de la m
agie, D

um
as(F

rançois R
ibadeau), préface de 

R
obert K

anters

⑫ A
LLEN

D
Y, R

EN
É: P

aracelse, le M
édecin m

audit, Paris 1937.
 

↓
『
蔵
書
目
録
』
に
な
し
。

⑬ R
O

STA
N

D
, JEA

N
: B

estiaire d'A
m

our, Paris 1958.
 

↓09-01-11 B
estiaire d'am

our, R
ostand(Jean), R

obert Laffont, 1958

⑭ H
U

TIN
, SER

G
E: L'A

lchim
ie, Paris 1951.

 

↓
★02-03-124 L

'alchim
ie, H

utin(Serge), « Q
ue sais-je ? », PU

F, 1951

⑮ A
LLEA

U
, R

EN
É: A

spects de l'A
lchim

ie traditionnelle, Paris 1953.
 

↓09-02-33 A
spects de l'alchim

ie traditionnelle, A
lleau(R

ené), préface de 
Eugène C

anseliet, M
inuit, 1953

⑯ C
A

R
O

N
, M

.et H
U

TIN
, S.: Les A

lchim
istes, Paris 1959.

 

↓
★08-03-08 L

es alchim
istes, C

aron(M
.) +

 H
utin(S.), Seuil, 1959

⑰ LE G
O

FF, JA
C

Q
U

ES: Les intellectuels au m
oyen âge, Paris 1962.

 

↓08-03-05 L
es intellectuels au M

oyen Â
ge, Le G

off(Jacques), Seuil, 1962

⑱ B
A

LTR
U

ŠA
ITIS, JU

R
G

IS: Le M
oyen A

ge fantastique, A
ntiquités et exotism

es 
dans l'art gothique, Paris 1955.

 

↓
★33-06-22 L

e M
oyen Â

ge fantastique, B
altrušaitis(Jurgis), A

rm
and C

olin, 
1955

⑲ B
A

LTR
U

ŠA
ITIS, JU

R
G

IS: R
éveils et P

rodiges, Le gothique fantastique, Paris 
1960.

 

↓
★33-06-20 R

éveils et prodiges : le gothique fantastique, B
altrušaitis(Jurgis), 

A
rm

and C
olin, 1960

⑳ FO
U

R
N

IVA
L, R

IC
H

A
R

D
 D

E: Le B
estiaire d'A

m
our, suivi de la R

eponse de la 

D
am

e, Paris 1859.
 

↓
★08-04-19 L

e bestiaire d'am
our, F

ournival(R
ichard de), A

uguste H
erissey, 

1860

㉑ B
O

A
ISTU

A
U

, PIER
R

E: H
istoires prodigieuses, édition préfacée par Yves 

Florenne, Paris 1961.
 

↓
★08-04-17 H

istoires prodigieuses, B
oaistuau, C

lub français du livre, 1961

㉒ B
A

C
H

ELA
R

D
, G

A
STO

N
: La poétique de l'espace, Paris 1958.

 

↓
★09-02-35 L

a poétique de l'espace, B
achelard(G

aston), PU
F, 1958

㉓ V
ILLETTE, JEA

N
N

E: L'A
nge dans l'art d'occident du X

II ém
e au X

V
I ém

e siécle, 
Paris 1940.

 

↓
★33-06-26 L

'ange dans l'art d'occident, Villette(Jeanne), H
enri Laurens, 

1940

㉔ C
O

R
D

IER
, PIER

R
E-M

A
R

IE: 
de l'hum

anism
e chrétien, Paris 1957.

 

↓
★07-03-59 

chrétien, C
ordier(C

hanoine P
ierre-M

arie), D
ebresse, 1957

㉕ ELIA
D

E, M
IR

C
EA

: M
éphistophélès et l'A

ndrogyne, Paris 1962.
 

↓
★09-03-11 M

éphistophélès et l'androgyne, E
liade(M

ircea), G
allim

ard, 
1962

㉖ LILA
R

, SU
ZA

N
N

E: Le C
ouple, Paris 1963.

 

↓
★09-03-23 L

e couple, Lilar(Suzanne), B
ernard G

rasset, 1963

㉗ PR
A

Z, M
A

R
IO

: The R
om

antic A
gony, London 1954.
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三

澁澤龍彥の「蔵書目録」について（2）

 

↓
★08-02-21 T

he rom
antic agony, P

raz(M
ario), trad. de A

ngus D
avidson, 

O
xford university press, 1954

㉘ EV
O

LA
, J.: M

étaphysique du sexe, Paris 1959.
 

↓
★09-02-50 M

étaphysique du sexe, E
vola(J.), Payot, 1959

㉙ JU
N

G
, C

.G
.: P

sychologie und A
lchem

ie, Zürich 1944.
 

↓
『
蔵
書
目
録
』
に
な
し
。

㉚ G
O

R
D

O
N

, PIER
R

E: L'Im
age du m

onde dans l'antiquité, Paris 1949.
 

↓09-02-28 L
'im

age du m
onde dans l'antiquité, G

ordon(P
ierre), PU

F, 1949

㉛ V
U

LLIA
U

D
, PA

U
L: La F

in du m
onde, Paris 1952.

 

↓
★09-02-27 L

a fin du m
onde, Vulliaud(P

aul), préface de M
ircea Eliade, 

Payot, 1952

32 G
H

ISO
N

I, PA
U

L: E
schatologie infernale, Paris 1962.

 

↓09-02-20 E
schatologie infernale, G

hisoni(P
aul), C

olom
be, 1962

33 C
O

H
N

, N
O

R
M

A
N

: Les fanatiques de l'A
pocalypse, pseudo-m

essies prophétes 

et illum
inés du m

oyen âge, Paris 1962.
 

↓09-02-29 L
es fanatiques de l'apocalypse, C

ohn(N
orm

an), trad. de Sim
one 

C
lém

endot, Lettres nouvelles, 1962

34 M
Â

LE,ÉM
ILE: L'A

rt religieux du X
II ém

e siècle en F
rance, É

tude sur les origines 

de l'iconographie du m
oyen âge, Paris 1953.

 

↓
★33-06-21 L

'art religieux du X
II

e siècle en France, M
âle(É

m
ile), A

rm
and 

C
olin, 1953

35 FO
C

ILLO
N

, H
EN

R
I: L'A

n M
il, Paris 1952.

 

↓
★08-05-35 L

'an m
il, F

ocillon(H
enri), A

rm
and C

olin, 1952

36 B
R

ETO
N

, A
N

D
R

É et LEG
R

A
N

D
, G

ÉR
A

R
D

: L'A
rt m

agique, Paris 1957.
 

↓
★32-06-16 L

'art m
agique, B

reton(A
ndré), C

lub français de l'art, 1957

37 D
U

C
A

, LO
: H

istoire de l'É
rotism

e, Paris 1959.
 

↓
『
蔵
書
目
録
』
に
な
し
。

38 V
ILLEN

EU
V

E, R
O

LA
N

D
: Satan parm

i nous, Paris 1961.
 

↓
★08-03-27 Satan parm

i nous, Villeneuve(R
oland), Palatine, 1961

39 

ウ
ッ
ド
ク
ロ
フ
ト
編
、
平
田
寛
訳
『
古
代
人
の
発
明
、
ヘ
ロ
ン
の
気
体
装
置
』　

創
元
社
、

昭
和
二
十
四
年

 

↓
★12-08-29 

古
代
人
の
発
明
、
ウ
ッ
ド
ク
ロ
フ
ト
、
平
田
寛
訳
、
創
元
社
、1949

40 

ボ
ー
ル
ト
ン
、
富
成
喜
馬
平
訳
『
時
と
時
計
』　

河
出
書
房
、
昭
和
十
七
年

 

↓
★32-01-26 

時
と
時
計
、
ボ
ー
ル
ト
ン
、
富
成
喜
馬
平
訳
、
河
出
書
房
、1942

41 

ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
、
村
松
恒
一
郎
訳
『
伊
太
利
文
芸
復
興
期
の
文
化
』　

岩
波
書
店
、
昭
和

二
十
九
年

 

↓
★03-02-09 

伊
太
利
文
藝
復
興
期
の
文
化
㊤
㊦
、
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
、
村
松
恒
一
郎
訳
、

岩
波
文
庫
、1954

42 

Ｖ
・
Ｌ
・
タ
ピ
エ
、
高
階
秀
爾
・
坂
本
満
訳
『
バ
ロ
ッ
ク
芸
術
』　

白
水
社
、
昭
和

三
十
七
年

 

↓
★02-03-68 

バ
ロ
ッ
ク
芸
術
、
タ
ピ
エ
（
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・
リ
ュ
シ
ア
ン
）、
高
階

秀
爾
他
訳
、
文
庫
ク
セ
ジ
ュ
、
白
水
社
、1962

43 

ホ
イ
ジ
ン
ガ
、
兼
岩
正
夫
・
里
見
元
一
郎
訳
『
中
世
の
秋
』　

創
文
社
、
昭
和
三
十
三
年

 

↓
★12-05-11 

中
世
の
秋
、
ホ
イ
ジ
ン
ガ
、
兼
岩
正
夫
他
訳
、
名
著
翻
譯
叢
書
、
創
元

社
、1958

44 

ホ
イ
ジ
ン
ガ
、
高
橋
英
夫
訳
『
ホ
モ
・
ル
ー
デ
ン
ス
』　

中
央
公
論
社
、
昭
和
三
十
八
年

 

↓
★12-05-10 

ホ
モ
・
ル
ー
デ
ン
ス
―
人
類
文
化
と
遊
戯
、
ホ
イ
ジ
ン
ガ
、
高
橋
英
夫

訳
、
中
央
公
論
社
、1963

45 

ハ
イ
ベ
ル
ク
、
平
田
寛
訳
『
古
代
科
学
』　

創
元
社
、
昭
和
十
五
年

 

↓12-08-26 

古
代
科
学
、
ハ
イ
ベ
ル
ク
、
平
田
寛
訳
、
創
元
科
学
叢
書
、
創
元
社
、

1940

46 

ス
ヴ
ェ
ド
ベ
リ
ー
、
田
中
実
訳
『
物
質
観
の
歴
史
』　

白
水
社
、
昭
和
二
十
一
年

 

↓12-08-02 

物
質
観
の
歴
史
―
化
学
史
を
中
心
と
し
て
、
ス
ヴ
ェ
ド
ベ
リ
ー
、
田
中
実

訳
、
科
学
選
書
、
白
水
社
、1946

47 

ト
イ
ン
ビ
ー
、
秀
村
欣
二
・
清
永
昭
次
訳
『
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
』　

紀
伊
國
屋
書
店
、
昭
和

三
十
六
年

 
↓12-03-31 

ヘ
レ
ニ
ズ
ム
―
一
つ
の
文
明
の
歴
史
、
ト
イ
ン
ビ
ー
（A

・J

）、
秀
村
欣

二
他
訳
、
紀
伊
國
屋
書
店
、1961

48 

ニ
ー
グ
レ
ン
、
岸
千
年
・
大
内
弘
助
訳
『
ア
ガ
ペ
ー
と
エ
ロ
ー
ス
』　

新
教
出
版
社
、
昭

和
二
十
九
、三
十
、三
十
八
年

 

↓
『
蔵
書
目
録
』
に
な
し
。

49 

ソ
ー
ニ
エ
、
武
島
栄
三
・
高
田
勇
訳
『
中
世
フ
ラ
ン
ス
文
学
』　

白
水
社
、
昭
和
三
十
三
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四
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年

 

↓02-03-41 

中
世
フ
ラ
ン
ス
文
学
、
ソ
ー
ニ
エ
（
V
・
L
）、
武
島
栄
三
他
訳
、
文
庫

ク
セ
ジ
ュ
、
白
水
社
、1958

50 
ベ
デ
ィ
エ
、
ア
ザ
ア
ル
共
編
、
辰
野
・
鈴
木
監
修
『
中
世
文
学
』　

Ⅰ
、
Ⅱ 

創
元
社
、

昭
和
十
七
年

 

↓02-04-01 
フ
ラ
ン
ス
文
学
史
①

－

③
、
ベ
デ
ィ
エ + 

ア
ザ
ア
ル
、
杉
捷
夫
他
訳
、
創

元
社
、1942

51 

エ
リ
ア
ー
デ
、
堀
一
郎
訳
『
永
遠
回
帰
の
神
話
』　

未
来
社
、
昭
和
三
十
八
年

 

↓
★12-04-42 

永
遠
回
帰
の
神
話
―
祖
型
と
反
復
、
エ
リ
ア
ー
デ
、
堀
一
郎
訳
、
未
来

社
、1963

52 

フ
ロ
イ
ド
、
井
村
恒
郎
訳
『
自
我
論
』　

日
本
教
文
社
、
昭
和
二
十
九
年

 

↓
★12-02-42 

フ
ロ
イ
ド
選
集
④
自
我
論
、
フ
ロ
イ
ド
、
井
村
恒
郎
訳
、
日
本
教
文
社
、

1963

53 

フ
ロ
イ
ド
、
懸
田
克
躬
訳
『
性
欲
論
』　

日
本
教
文
社
、
昭
和
二
十
八
年

 

↓
★12-02-43 

フ
ロ
イ
ド
選
集
⑤
性
欲
論
、
フ
ロ
イ
ド
、
懸
田
克
躬
訳
、
日
本
教
文
社
、

1963

54 

シ
ン
ガ
ー
、
山
田
坂
仁
訳
『
魔
法
か
ら
科
学
へ
』　

北
隆
館
、
昭
和
二
十
六
年

 

↓12-05-21 

魔
法
か
ら
科
学
へ
、
シ
ン
ガ
ー
（
チ
ャ
ー
ル
ス
）、
山
田
坂
仁
訳
、
北
隆
館
、

1951

55 

ブ
ル
ト
マ
ン
、
中
川
秀
恭
訳
『
歴
史
と
終
末
論
』　

岩
波
書
店
、
昭
和
三
十
四
年

 

↓
★12-03-11 

歴
史
と
終
末
論
、
ブ
ル
ト
マ
ン
（
R
・
K
）、
中
川
秀
恭
訳
、
岩
波
現

代
叢
書
、
岩
波
書
店
、1961

56 

ギ
ボ
ン
、
村
山
勇
三
訳
『
ロ
ー
マ
帝
国
衰
亡
史
』　

全
十
冊　

岩
波
書
店

 

↓03-02-11 

ロ
ー
マ
帝
国
衰
亡
史
⑨
、
ギ
ボ
ン
、
村
山
勇
三
訳
、
岩
波
文
庫
、1960

 
03-02-12 

ロ
ー
マ
帝
国
衰
亡
史
⑦
、
ギ
ボ
ン
、
村
山
勇
三
訳
、
岩
波
文
庫
、1960

  

★03-02-13 

ロ
ー
マ
帝
国
衰
亡
史
⑤
、
ギ
ボ
ン
、
村
山
勇
三
訳
、
岩
波
文
庫
、1960

 
03-02-14 

ロ
ー
マ
帝
国
衰
亡
史
④
、
ギ
ボ
ン
、
村
山
勇
三
訳
、
岩
波
文
庫
、1961

 
03-02-15 

ロ
ー
マ
帝
国
衰
亡
史
③
、
ギ
ボ
ン
、
村
山
勇
三
訳
、
岩
波
文
庫
、1961

 
03-02-16 

ロ
ー
マ
帝
国
衰
亡
史
①
、
ギ
ボ
ン
、
村
山
勇
三
訳
、
岩
波
文
庫
、1957

57 

ル
ー
ジ
ュ
モ
ン
、
鈴
木
健
郎
・
川
村
克
己
訳
『
愛
に
つ
い
て
』　

岩
波
書
店
、
昭
和

三
十
四
年

 

↓
『
蔵
書
目
録
』
に
な
し
。

58 

ラ
ッ
セ
ル
、
市
井
三
郎
訳
『
西
洋
哲
学
史
』　

第
二
巻　

み
す
ず
書
房
、
昭
和
三
十
年

 

↓
『
蔵
書
目
録
』
に
な
し
。

59 

杉
田
六
一
『
ユ
ダ
ヤ
史
研
究
余
談
』　

教
文
館
、
昭
和
三
十
七
年

 

↓12-07-14 

ユ
ダ
ヤ
史
研
究
余
談
、
杉
田
六
一
、
教
文
館
、1962

60 

山
田
徳
兵
衛
『
人
形
芸
術
』　

創
元
社
、
昭
和
三
十
五
年

 

↓11-03-04 

人
形
芸
術
、
山
田
徳
兵
衛
、
創
元
社
、1960

　

以
上
全
六
〇
件
中
、
仏
語
文
献
三
四
件
、
英
語
文
献
二
件
、
独
語
文
献
二
件
、
日
本
語
文

献
二
二
件
（
そ
の
う
ち
翻
訳
二
〇
件
）
で
あ
る
。

三
　
検
討
事
項

　
『
夢
の
宇
宙
誌
』
巻
末
「
参
考
文
献
」
に
挙
が
っ
て
い
る
書
物
は
、
お
お
む
ね
『
蔵
書
目

録
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
と
一
致
し
て
い
る
が
、
い
く
つ
か
検
討
し
て
お
く
べ
き
事
項

を
確
認
し
て
お
こ
う
。

　

①
は
、
一
九
世
紀
の
洋
書
で
あ
る
が
、
澁
澤
は
こ
の
よ
う
な
一
八
〇
〇
年
代
に
刊
行
さ
れ

た
仏
語
の
書
物
を
一
〇
冊
程
度
所
持
し
て
い
る
。『
蔵
書
目
録
』
中
の
最
も
古
い
書
物
は
、

洋
書
、
和
書
と
も
に
せ
い
ぜ
い
一
八
世
紀
ま
で
の

 

　

04-06-15 L
'arretin, Â

 R
om

e, 1763
 

　

17-04-26 

往
生
要
集
、1790

で
あ
る
。
特
に
澁
澤
に
古
い
稀
覯
書
を
蒐
集
す
る
趣
味
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
①
も
そ

こ
に
書
か
れ
て
あ
る
情
報
が
必
要
だ
っ
た
た
め
入
手
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

②
に
つ
い
て
は
、
同
書
の
抄
訳

 

★ 12-04-07 

魔
法
―
そ
の
歴
史
と
正
体
、
セ
リ
グ
マ
ン
（
K
）、
世
界
教
養
全
集
⑳
、

平
凡
社
、1961

に
も
澁
澤
は
書
き
込
み
を
し
て
お
り
、『
夢
の
宇
宙
誌
』
執
筆
時
点
で
参
照
し
て
い
た
可
能

性
は
非
常
に
高
い

⑵
。

　

③
に
つ
い
て
は
、『
蔵
書
目
録
』
に
以
下
の
仏
訳
が
あ
る
。

 

　

 07-01-23 L
abyrinthe de l'art fantastique, H

ocke(G
ustav R

ené), trad. de 
C

ornélius H
eim

, G
onthier, 1957
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五

澁澤龍彥の「蔵書目録」について（2）

し
か
し
、
原
書
で
あ
る
独
語
版
が
一
九
五
七
年
の
発
行
な
の
で
、
同
年
に
仏
訳
が
出
る
と
い

う
の
は
考
え
に
く
い
。
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
（https://catalogue.bnf.fr/index.do

）
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
確
認
で
き
る
の
は
、
同
タ
イ
ト
ル
、
同
訳
者
、
同
出
版
社
の
一
九
六
七
年

版
の
み
で
あ
る
。
現
物
を
確
認
す
る
と
、

 

　

 ©
 1957 by R

ow
ohlt Verlag, H

am
bourg. / P

hotographies R
ow

ohlt Verlag, 

H
am

bourg. / ©
 1967 by Société nouvelle des É

ditions G
onthier, P

aris, / pour 

l'édition française.

と
な
っ
て
お
り
、
前
段
に
の
み
注
目
し
た
こ
と
に
よ
る
『
蔵
書
目
録
』
の
誤
記
の
可
能
性
が

あ
る
。
な
お
、『
蔵
書
目
録
』
中
の
邦
訳
は
、
以
下
の
二
冊
で
あ
る
。

 

★ 12-06-11 

迷
宮
と
し
て
の
世
界
―
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
美
術
、
ホ
ッ
ケ
（
グ
ス
タ
フ
・
ル

ネ
）、
種
村
季
弘
他
訳
、
美
術
出
版
社
、1966

 

　

 34-01-40 

迷
宮
と
し
て
の
世
界
―
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
美
術
、
ホ
ッ
ケ
（
G
・
R
）、
種

村
季
弘
他
訳
、
美
術
出
版
社
、1968

同
書
箱
に
記
さ
れ
た
三
島
由
紀
夫
の
推
薦
文
も
有
名
な
邦
訳
は
、
仏
訳
よ
り
も
早
く
、
ま
た

仏
訳
の
図
版
は
充
実
し
て
い
る
と
は
言
え
ず
、
後
の
澁
澤
の
著
作
に
お
い
て
も
『
迷
宮
と
し

て
の
世
界
』
仏
訳
を
参
照
す
る
動
機
は
見
出
し
に
く
い
。

　

⑩
に
つ
い
て
は
、
後
の
版
も
重
複
し
て
所
有
し
て
い
る
。

 

　

09-03-43 L
es larm

es d'éros, B
ataille(G

eorges), Pauvert, 1971

　

⑫
48
は
借
り
て
参
照
し
た
後
返
却
し
た
か
、
も
と
も
と
持
っ
て
い
た
も
の
を
手
放
し
た
か
、

後
に
他
人
に
貸
し
た
も
の
が
返
却
さ
れ
な
か
っ
た
か
の
い
ず
れ
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う

な
場
合
、
澁
澤
は
後
の
版
を
入
手
す
る
傾
向
が
あ
る
（
後
述
）
が
、
こ
れ
ら
の
ケ
ー
ス
に
お

い
て
は
失
わ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。

　

⑳
52
53
55
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
澁
澤
が
所
有
し
て
い
た
の
は
重
版
と
推
定
さ
れ
る
が
、

巻
末
参
考
文
献
で
は
初
版
の
発
行
年
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

㉕
に
つ
い
て
は
、『
夢
の
宇
宙
誌
』
刊
行
前
に
邦
訳

 

★ 12-04-42 

永
遠
回
帰
の
神
話
―
祖
型
と
反
復
、
エ
リ
ア
ー
デ
、
堀
一
郎
訳
、
未
来
社
、

1963

が
出
て
お
り
、
澁
澤
は
書
き
込
み
を
し
て
い
る
が
、
初
出
の
多
く
は
一
九
六
二
年
で
あ
り
、

基
本
的
に
は
原
書
に
基
づ
い
て
い
る
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

㉙
に
つ
い
て
は
、
後
の
仏
訳
と
邦
訳

 

　

 07-01-06 Psychologie et alchim
ie, Jung(C

. G
.), trad. de H

enry Pernet, 

B
uchet/C

hastel, 1970
 

☆01-06-05 

心
理
学
と
錬
金
術
①
②
、
ユ
ン
グ
、
池
田
紘
一
他
訳
、
人
文
書
院
、1976

が
『
蔵
書
目
録
』
中
に
認
め
ら
れ
る
が
、『
夢
の
宇
宙
誌
』
よ
り
も
後
の
も
の
で
あ
る
。
そ

も
そ
も
澁
澤
が
独
語
文
献
を
ど
の
程
度
読
み
こ
な
す
こ
と
が
で
き
た
の
か
、
ほ
と
ん
ど
情
報

が
な
く

⑶
、
実
際
に
ど
の
程
度
活
用
し
て
い
た
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
ユ
ン
グ
の
原
書
は
一

冊
だ
け
『
蔵
書
目
録
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

 

　

04-04-04 B
ew

usstes und U
nbew

usstes, Jung(C
. G

.), Fischer, 1963

澁
澤
が
得
意
と
は
考
え
に
く
い
独
語
の
書
物
か
ら
ユ
ン
グ
に
関
す
る
情
報
を
得
よ
う
と
し
て

い
た
こ
と
そ
の
も
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
一
方
、
ホ
ッ
ケ
『
迷
宮
と
し
て
の
世
界
』
共

訳
者
の
矢
川
澄
子
は
、
当
時
の
澁
澤
の
配
偶
者
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
③
㉙
は
矢
川
の
所
有
物

だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
（
後
に
離
婚
）。

　

37
57
58
に
つ
い
て
は
、
後
の
版

 

　

07-06-12 H
istoire de l'érotism

e, Lo D
uca, Jeune Parque, 1969

 

★ 12-05-15 

愛
に
つ
い
て
―
エ
ロ
ス
と
ア
ガ
ペ
、
ル
ー
ジ
ュ
モ
ン
（
ド
ニ
・
ド
）、
鈴

木
健
郎
他
訳
、
岩
波
書
店
、1967

 

　

 12-08-34 

西
洋
哲
学
史
㊥
、
ラ
ッ
セ
ル
（
バ
ー
ト
ラ
ン
ド
）、
市
井
三
郎
訳
、
み
す

ず
書
房
、1961

が
『
蔵
書
目
録
』
中
に
認
め
ら
れ
る
。
先
に
、
使
用
後
に
返
却
、
ま
た
は
な
ん
ら
か
の
理
由

で
手
元
か
ら
無
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
こ
れ
ら
の
場
合
は
、

そ
の
後
に
買
い
直
す
、
あ
る
い
は
新
版
を
入
手
す
る
と
旧
版
は
手
放
す
と
い
っ
た
こ
と
を
し

て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　

41
56
は
岩
波
文
庫
、
42
49
は
文
庫
ク
セ
ジ
ュ
（
白
水
社
の
新
書
サ
イ
ズ
の
シ
リ
ー
ズ
）
で

あ
り
、
誰
で
も
気
軽
に
手
に
取
る
こ
と
の
で
き
る
極
め
て
一
般
的
な
も
の
で
あ
る
。
56
に
つ

い
て
は
、『
蔵
書
目
録
』
で
は
「
全
十
冊
」
の
う
ち
、
二
、八
巻
が
欠
け
て
い
る
。
な
お
、
ブ

ル
ク
ハ
ル
ト
に
つ
い
て
は
、「
幼
児
殺
戮
者　

ジ
ル
・
ド
・
レ
エ
侯
の
肖
像　

Ⅳ
」（『
宝
石
』

一
九
六
一
・
一
〇
↓
『
黒
魔
術
の
手
帖
』
桃
源
社
、
一
九
六
一
・
一
〇
）、「
危
機
と
死
の
弁
証

法
」（『
一
橋
新
聞
』
一
九
六
一
・
一
〇
・
三
〇
↓
『
神
聖
受
胎
』
現
代
思
潮
社
、

一
九
六
二
・
三
）、「
マ
ン
ド
ラ
ゴ
ラ
の
幻
想
」（『
宝
石
』
一
九
六
二
・
三
↓
『
毒
薬
の
手
帖
』

桃
源
社
、
一
九
六
三
・
六
）
に
、
ギ
ボ
ン
に
つ
い
て
は
、「
ア
グ
リ
ッ
ピ
ナ
」（『
新
婦
人
』

一
九
六
三
・
八
↓
『
世
界
悪
女
物
語
』
桃
源
社
、
一
九
六
四
・
四
）
に
す
で
に
名
前
が
出
て
き

て
お
り
、
そ
れ
で
文
庫
本
を
使
っ
て
い
る
こ
と
が
た
だ
ち
に
わ
か
る
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
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六

跡　上　史　郎

こ
れ
ら
大
家
の
名
著
を
文
庫
で
読
ん
で
い
る
読
者
で
あ
れ
ば
、
特
に
澁
澤
が
未
訳
の
洋
書
か

ら
剽
窃
し
て
い
る
と
い
っ
た
解
釈
は
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
、
ギ
ボ
ン
の

他
に
も
、
澁
澤
が
書
き
込
み
を
し
て
い
る
文
庫
本
は
多
数
あ
る
が
、

 
　

 01-02-72 

モ
ン
テ
ク
リ
ス
ト
伯
①

－

⑦
、
デ
ュ
マ
（
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
）、
山
内
義

雄
訳
、
岩
波
文
庫
、1956

の
よ
う
に
書
き
込
み
は
な
く
と
も
大
い
に
活
用
し
て
い
る
事
例
も
あ
る
。『
夢
の
宇
宙
誌
』

と
同
時
期
の
『
毒
薬
の
手
帖
』（
桃
源
社
、
一
九
六
三
・
六
）
で
は
、「
古
代
人
は
知
っ
て
い

た
」「
血
み
ど
ろ
の
ロ
オ
マ
宮
廷
」「
毒
草
園
か
ら
近
代
化
学
へ
」（
初
出
『
宝
石
』

一
九
六
二
・
一
、二
、八
）
等
で
、
繰
り
返
し
『
モ
ン
テ
・
ク
リ
ス
ト
伯
』
へ
の
言
及
が
あ
る
。

サ
ド
侯
爵
の
よ
う
に
牢
獄
に
幽
閉
さ
れ
な
が
ら
、
牢
獄
の
中
で
こ
そ
そ
の
知
性
に
磨
き
を
か

け
た
エ
ド
モ
ン
・
ダ
ン
テ
ス
の
運
命
は
、
澁
澤
の
興
味
を
惹
く
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

50
に
つ
い
て
は
『
夢
の
宇
宙
誌
』「
参
考
文
献
」
と
、『
蔵
書
目
録
』
で
書
名
が
異
な
る
よ

う
に
見
え
る
が
、
前
者
は
書
名
副
題
を
示
し
た
も
の
、
後
者
は
主
題
を
示
し
た
も
の
で
あ
り

同
一
版
で
あ
る
。『
フ
ラ
ン
ス
文
学
史 

第
一
巻
』
が
『
中
世
文
學
Ⅰ
』（
一
九
四
二
）、『
フ

ラ
ン
ス
文
学
史 

第
二
巻
』
が
『
中
世
文
學
Ⅱ
』（
一
九
四
二
）
で
、『
フ
ラ
ン
ス
文
学
史 

第

三
巻
』
が
『
中
世
末
期
／
文
藝
復
興
前
期
文
學
』（
一
九
四
三
）
で
あ
り
、「
参
考
文
献
」
で

は
二
巻
ま
で
が
示
さ
れ
た
の
だ
。

　

基
本
的
に
澁
澤
が
参
照
し
て
い
る
洋
書
は
仏
語
で
あ
る
。
③
㉙
の
独
語
文
献
は
先
に
検
討

し
た
よ
う
に
ど
こ
ま
で
活
用
で
き
た
の
か
は
い
ま
の
と
こ
ろ
わ
か
ら
な
い
。
一
方
、
④
㉗
の

英
語
文
献
の
う
ち
、
特
に
㉗
は
、「
十
八
世
紀
の
暗
黒
小
説
」（
ラ
ク
ロ
・
サ
ド
『
フ
ラ
ン
ス

文
学
全
集
』
第
３
巻
、
東
京
五
月
社
、
一
九
六
〇
・
四
、
解
説
↓
『
神
聖
受
胎
』
現
代
思
潮

社
、
一
九
六
二
・
三
）
の
段
階
で
は
す
で
に
全
面
的
に
援
用
さ
れ
て
お
り
、
初
期
澁
澤
龍
彥

に
と
っ
て
の
最
重
要
書
の
一
つ
と
言
え
る
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
出
版
局
か
ら
出
た
第

二
版
第
二
刷
で
あ
る
（FIR

ST PU
B

LISH
ED

 1933 / SEC
O

N
D

 ED
ITIO

N
 1951 / 

SEC
O

N
D

 IM
PR

ESSIO
N

 1954

）。
澁
澤
は
、
後
の
仏
訳
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P
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enoël, 1977

も
所
持
し
て
お
り
、
こ
の
頃
に
は
す
で
に
彼
の
関
心
の
中
心
は
他
に
移
っ
て
い
る
も
の
の
、

さ
ら
に
邦
訳
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肉
体
と
死
と
悪
魔
、
プ
ラ
ー
ツ
（
マ
リ
オ
）、
倉
智
恒
夫
他
訳
、
ク
ラ
テ
ー

ル
叢
書
、
国
書
刊
行
会
、1986

の
出
版
時
に
は
、
カ
バ
ー
裏
表
紙
に
「
サ
ド
や
ユ
イ
ス
マ
ン
ス
や
ペ
ラ
ダ
ン
を
追
求
す
る
た

め
の
、
ど
れ
だ
け
多
く
の
ヒ
ン
ト
を
得
て
き
た
こ
と
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
推
薦
の
言
葉
を
寄

せ
た
。
つ
ま
り
、
内
容
が
興
味
深
け
れ
ば
、
英
語
も
苦
に
せ
ず
耽
読
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ

る
。

　

以
上
を
総
合
す
る
と
、
澁
澤
に
と
っ
て
は
、
自
作
の
材
源
と
な
る
書
物
は
、
た
だ
自
分
が

求
め
る
情
報
、
興
味
深
い
情
報
が
書
い
て
あ
れ
ば
、
仏
語
だ
ろ
う
が
、
日
本
語
だ
ろ
う
が
、

英
語
だ
ろ
う
が
、
独
語
だ
ろ
う
が
、
よ
く
読
め
よ
う
が
、
あ
ま
り
読
め
ま
い
が
、
稀
覯
の
古

書
だ
ろ
う
が
、
そ
の
へ
ん
の
文
庫
本
だ
ろ
う
が
、
何
で
も
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
。
未
訳
の
洋

書
だ
か
ら
「
ネ
タ
が
割
れ
」
な
い
と
か
、
翻
訳
さ
れ
て
い
る
か
ら
「
ネ
タ
が
割
れ
」
る
と
か
、

そ
の
よ
う
な
さ
も
し
い
了
見
も
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
つ
づ
く
）

﹇
付
記 

﹈
前
回
注
（
11
）
の
「
河
島
英
昭
」
を
「
土
岐
恒
二
（
シ
リ
ー
ズ
全
巻
の
ボ
ル
ヘ
ス
序

文
を
担
当
）」
に
訂
正
す
る
。
情
報
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
礒
崎
純
一
氏
に
感
謝
の
意

を
表
す
る
。
本
稿
は
科
研
費22K

00343

の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑴   

劉
佳
寧
「
幽
霊
船
の
東
西
│
│
澁
澤
龍
彥
「
マ
ド
ン
ナ
の
真
珠
」
と
ピ
エ
ー
ル
・
マ
ッ
コ
ル
ラ

ン
「
薔
薇
王
」
│
│
」（
第
一
回
澁
澤
龍
彥
研
究
会
、二
〇
二
一
年
五
月
二
九
日
、オ
ン
ラ
イ
ン
）

に
お
け
る
研
究
発
表
が
も
と
に
な
っ
て
判
明
し
た
。
こ
れ
が
機
縁
と
な
り
、
ピ
エ
ー
ル
・
マ
ッ

コ
ル
ラ
ン
『
北
の
橋
の
舞
踏
会
・
世
界
を
駆
け
る
ヴ
ィ
ー
ナ
ス　

マ
ッ
コ
ル
ラ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ

ン 

２
』（
太
田
浩
一
・
平
岡
敦
・
永
田
千
奈
訳
、
国
書
刊
行
会
、
二
〇
二
二・七
）
に
「
薔
薇
王
」

（
永
田
千
奈
訳
）
が
収
録
さ
れ
た
。
そ
の
後
、劉
の
研
究
発
表
は
「
幽
霊
船
の
東
西
│
│
ピ
エ
ー

ル
・
マ
ッ
コ
ル
ラ
ン
「
薔
薇
王
」
と
澁
澤
龍
彥
「
マ
ド
ン
ナ
の
真
珠
」」（『
跨
境 

日
本
語
文
学

研
究
』
一
四
、二
〇
二
二・六
）
と
し
て
論
文
化
さ
れ
て
い
る
。

⑵   

す
で
に
『
黒
魔
術
の
手
帖
』（
桃
源
社
、
一
九
六
一・
一
〇
）
の
段
階
で
参
考
文
献
と
し
て
使
用

可
能
で
あ
っ
た
こ
と
を
種
村
季
弘
が
指
摘
し
て
い
る
（『
澁
澤
龍
彥
全
集
』
２
、河
出
書
房
新
社
、

一
九
九
三・二
、
解
題
）。

⑶   

旧
制
浦
和
高
時
代
の
外
国
語
は
、
英
独
の
組
み
合
わ
せ
を
履
修
し
て
い
た
の
で
、
あ
る
程
度
独

語
が
読
め
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
な
お
、
英
語
文
献
の
翻
訳
に
際
し
て
、
仏
訳
と
独
訳
を
参

照
し
て
い
た
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
前
回
を
参
照
。
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